



















郎感は半端ではなかった．2 回目は 1995 年 11 月か
ら 1997 年 3 月までの第 37 次隊（宮本他，1999）で，
この隊には夏隊員として法政大学の前杢英明さん，
国立極地研究所の三浦英樹さんが参加しておられ
た．3 回目は 2010 年 11 月から 2012 年 3 月までの




　第 30 次・37 次隊のご縁で，このたび「南極から
みえる地球環境」をテーマとした法政大学地理学会









　1957 年 1 月に南極・オングル島に昭和基地が開


























量の分布図によると，1979 年 10 月には見られな

























































































































重ねが必要なのである．2016 年 7 月，国立極地研
究所は昭和基地における二酸化炭素濃度の観測値が
400ppm を突破したことを発表した．気象庁も同年





















































もっとも弱いものでも視程 1km 未満，風速 10m/s
 







隊員は，1960 年 10 月 10 日ブリザードの中，橇の
点検のため屋外の橇置き場に向かう途中急激に視程



















毎年 5 月末から 7 月中旬までが一日中太陽の出ない








第３図 日本の各基地の月平均気温（昭和基地は 1981 年-2010 年の 30 年間の平   
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　昭和基地での気象観測は，第 1 次隊の 1 日 4 回の
地上気象観測から始まり，第 3 次隊からは高層気象
観測を，第 5 次隊からは 1 日 8 回の地上気象観測と













取り付けて上空約 30 km までの気温，湿度，気圧，
風向，風速を観測している（久光他，2016）．
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